窓口用封筒の製作及び寄付に関する覚書（案）
宇治市（以下「甲」という。）と　○　○　○　○（以下「乙」という。）とは、次のとおり窓口用封筒の製作及び寄付に関する覚書を締結する。

1． 目的

本覚書は、広告付き窓口用封筒（以下「封筒」という。）の製作及び寄付に関する事項を定めるため締結する。

2． 寄付

乙は、宇治市窓口用封筒寄付募集要項に定める封筒及び封筒の設置台を甲に寄付する。

3． 配布場所

甲は寄付を受けた封筒を市民課、税務課及び行政サービスコーナー窓口で必要に応じて、希望者に配布するものとする。

4． 封筒の掲載内容

（1） 乙は、「宇治市広告掲載要項」、「宇治市広告掲載基準」、及び「宇治市窓口用封筒寄付募集要項」（以下「掲載基準」という。）に定める事項に基づき、封筒に掲載する内容を取り扱わなければならない。

（2） 乙は、甲が指定する位置に、甲が別に定める内容を掲載するものとする。

（3） 乙は、甲が指示する日までに掲載する広告の原稿を提出し、広告内容及び乙が広告主を募る場合は広告主について甲の審査を受けなければならない。

（4） 乙は、色及び形状等の封筒の仕様について事前に甲と協議し、甲の承諾を受けなければならない。

（5） 甲は、審査の結果、広告内容が不適当と判断した場合は、乙にその内容の補正又は削除を指示し、乙はその指示に従わなければならない。

5． 封筒の納品

乙は、納品する封筒の数量及び場所、納期について甲と協議し、甲の指示に従わなければならない。

6． 広告内容等の変更等の指示

甲は、封筒の仕様及び広告内容等が掲載基準に反すると判断した場合は、封筒を製作した後であっても、乙に対し広告内容等の変更及び封筒の回収を指示できるものとし、乙は甲の指示に従わなければならない。

7． 広告内容に関する損害賠償及び苦情処理

（１）乙は、封筒の広告内容に関する一切の責任を負い、広告内容により甲又は第三者に損害を与えた場合は、その損害を賠償しなければならない。

（２）乙は、広告内容に関する苦情等が発生した場合は、速やかに解決しなければならない。

8． 通知・回収及び代替の義務

乙は、寄付した封筒や広告に掲載された広告主、内容等に問題が生じた場合は、速やかに甲に通知するとともに、当該封筒を回収し、代替の封筒を甲に寄付するものとする。

（1） 仕様変更

（2） 乙が、封筒の仕様及び広告を変更又は削除する場合は、変更しようとする日の３０日前までに甲に書面で通知し、甲の指示に従わなければならない。

（3） 乙は、甲が本覚書４（２）に定める内容の変更を指示した場合は、それに従わなければならない。

１０．提供及び使用の中止

甲は、本覚書締結後の社会状況の変化等により、提供された封筒を配布することが適当でないと認めた場合は、当該封筒の提供及び配布を取り止めることができるものとする。この場合、乙は甲に一切の賠償を請求してはならない。

１１．有効期限

本覚書の有効期間は、締結日から令和１０年１１月３０日までとする。

１２．その他

　　　本覚書に定めるもののほか、乙は掲載基準その他甲が提示する関係法令及び関係規定を遵守しなければならない。

１３．疑義の解決

　　　本覚書に定めのない事項又は疑義が生じた場合は、誠意をもって甲と乙が協議して定めるものとする。
本覚書につき、甲及び乙が承認していることを証するため、本書を２通作成し、それぞれ記名、押印の上各１通を保有するものとする。

令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　京都府宇治市宇治琵琶３３番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇治市長　　松村　淳子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　　○　○　○　○　○　○　○　○　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　○　○　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○　　○　○　○　○　
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